
松本地域健康産業推進協議会
令和2年度事業報告



事業者名

（実証費用）
内 容

ＮＰＯ法人知恵と考働・
ニッキトライシステム㈱

(100万円)

• 期間 R2年5月～R3年3月

• ぶどう農家におけるジベレリン処理を含む作業の負荷を軽減するため、薬剤塗布器の
改良自走台車の開発を実施

松本工業高等学校・
人材育成支援ネットワーク

(20万円)

• 期間 R2年10月～R3年3月

• 介護（リハビリテーション）される側の視点に立ち、自力で操作できる「電動歩行器」を
開発・試作し、その実用性について実証実験を実施

㈱第一興商

（100万円）

• 期間 R2年10月～R3年3月

• コロナ禍を踏まえ、リモートシステムによる健康プログラムの提供サービスを開発するため、
市内外の介護施設に向けてリモートでの介護予防教室を実施

ＮＰＯ法人知恵と考働・
㈱ユカシカド

(95.1万円)

• 期間 令和2年12月～令和3年3月

• 尿検査キットによる栄養データと健診データを用いた早期疾病予測モデルを構築するた
め、 簡易技術検証とマーケティング調査を実施

㈱テオリアランバーテック

(100万円)

• 期間 R2年12月～R3年3月

• 個人住宅の断熱性能による健康状態の変化、光熱費の削減（CO2低減）効果を
実証実験で行う。今年度はリフォーム前の断熱性能、各部屋の温度差、バイタルデー
タ（血圧、心拍）を把握した。
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実用化検証・実証実験事業等（R2年度一覧）



 開催日
令和2年10月23日(金)

 会場
キッセイ文化ホール ３階 国際会議室

 テーマ
松本Innovation
「ポストコロナの世界を見据えて」

 内容
市民セミナー、トークセッション（第1・2部）

 参加者
約400人（来場、Zoomによるオンライン、YouTube）

第10回世界健康首都会議の開催
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市民セミナー

「中村先生・多胡先生によるコラボトーク」信州大学医学部附属病院 整形外科
准教授 中村 幸男 氏

「寝たきりゼロを目指した骨粗しょう症対策」

NHKテレビ・ラジオ体操指導者
多胡 肇 氏

「自宅で簡単！動ける体のつくり方」

当日の様子は
YouTubeから

ご覧いただけます！



第10回世界健康首都会議の開催
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第1部 「これからどうなる？新型コロナウイルス感染症と日本社会」

葛西 健 氏 世界保健機関（WHO）西太平洋地域事務局長 ※マニラから中継

小宮山 宏 氏 株式会社三菱総合研究所 理事長

第2部 「データとデジタル技術が変える未来～ポストコロナは地方都市の時代～」

堤 浩幸 氏 株式会社フィリップス・ジャパン 代表取締役社長

上村 実 氏 ソフトバンク株式会社 先端技術開発本部MONET事業推進部長
公共事業推進室MaaS事業推進部長

MONET Technologies株式会社 事業推進部長

トークセッション 特別出演

台湾・デジタル担当大臣

唐鳳（オードリー・タン）氏

から松本市へのメッセージ

“DIGITAL SOCIAL 
INNOVATION”
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市内店舗へのポスター・ポップ掲出

歩こうBIZ ＆ Cycle BIZ

新聞広告掲載（2020.10.10 市民タイムス）

 主に若い世代・働く世代への健康づくりを推進するため、通勤時や就労中に徒歩や自転車利用を
促す「歩こうBIZ＆Cycle BIZ」（以下 歩こうBIZ）を平成29年度から事業化

 「健康」という言葉にあまり反応がなかった若い世代に対して、働くスタイルを活動的なものにすること
が「カッコいい大人」であることをPRし日常生活の中で気軽に活動量を増やすことを目指す。

 令和2年度は、店舗でのポスター掲出、中心市街地商店街への街頭フラッグ掲出の他、新聞
（市民タイムス）への広告掲載も実施し、啓発並びに店舗への誘客を図った。
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サービス別 契約件数
参加者数

(新規含む)

ﾃｽﾄﾌｨｰﾙﾄﾞの提供 5件（3社） 延べ約 1,200名

企業連携事業 2件（2社） 延べ約 500名

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

件数 １件 3件 7件 8件 7件 7件

令和2年度の事業内訳

事業の推移

松本ヘルス・ラボ

１ 企業向けサービスの事業実施状況
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◆“声で物忘れのサインを見つける”モニター調査

・軽度認知障害 (Mild Cognitive Impairment: MCI) 
の検出手法を開発するため、デュアルタスク時のデー
タ（音声）を取得

・65歳以上の男女200名が参加

・研究機関：東京大学 工学系研究科

◆お口の健康に関するモニター調査

・食品摂取による口臭抑制効果等を検証するとともに、
検査結果を踏まえた受診勧奨や専門家のコメントをフ
ィードバック

・スクリーニング：50歳～74歳の男女 149名

本試験： 〃 39名

・研究機関：松本歯科大学 歯学部

松本ヘルス・ラボ

２ 実証支援等サービスの実施例
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全体健康プログラム（月2回程度）

ラジオ体操講座を軸に日常生活で気軽に
できる運動を指導。（延べ274名）

セミプライベートレッスン（月8回）

地域や強度を選択でき、気軽に参加できる
プログラムを提供（延べ546名）

３ 健康プログラムの開催状況

松本ヘルス・ラボ

保健師による定期的な健康相談
(毎週火曜日)

健康チェックの実施

㈱ ユカシカドの尿検査サービス
「VitaNote」と連携し、血液検査・
尿検査の選択が可能に


